






〔研究目的〕 

川崎病は心臓障害,特に冠動脈後遺症が注目され,実際に臨床ではこの冠動脈後遺症を残す

か,残さないかが一番大きな問題である。しかし,この冠動脈後遺症は 1974 年に初めて報告

されたもので,1974 年以前に本症に罹患した児は冠動脈後遺症についてはまったく聞かさ

れていない上,十分な検査もうけていないものが多くいることが予想される。これらの児の

中には,年令的には小中学校に入学し,冠動脈後遺症などを残したまま,それを知らずに普

通の学校生活を送っている児がいる。そこでこれらの川崎病罹患の学童を検診し,心臓後遺

症を発見することは非常に意味があることと思われる。今回は,川崎病罹患学童の心臓後遺

症発見のためのシステム作りを試みた。 


